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よ い牛 字L

を

生産するには
よい牛乳 といえは､その',iIjqは大変稚 しいが､牛孔 を飲

んてそれが1｢くて､I)主菜で畑が.L:,･jく､衝′暮=.L'左/けなものは一

応よし､牛乳 としゝへ ると!._fl.う｡牛乳の甘 さは牛乳の中の)JRlu)-

の含iLtに挽き印 され るようであるが､その他の収分 と共 にそ

れは′トの.(..'.和､個体､年令､泌乱刺 ､季節､飼料など多く

の凶 /･(:よって挽き轡 を受けるので､よい牛乳の定超はii々

複雑 となるO二 ､では股束が原料乳 を′F.拒するにあたって

i.1.許のよい牛乳 を′F.摩す るt:は如l糾 なる注意が必要である

かについて述べたいと思 う｡

よい牛乳は､まずWr鮮 な牛乳 とい うことが大切である｡

次には純良で水､ じんあい等-の混 り物のないこと .酸度が

rtL.;くないもの､牛乳独子!手の香'/tがあ-,て､他の悪臭 をもた

ぬことが必要である.

ノ亡米､牛乳はあ らゆ る末葉分 を含み､消化がよく､確想

的な末輩品の されているが､種 々のAil菌にと-,ても巌適の

培養物で細菌は非常 に繁触 しやす く､かつ周囲の悪臭 にも

独 りやすいか ら､その収根は細 い,･∴日:も 卜分な注芯 を払 う

必貨がある｡特に夏は多 くの細菌の繁始に適 した温度 にあ

るから'F乳の処jEtilについては 一層のi主意が必磐であるO

り牛舎は明 るく健康的でなければならない｡ それには牛

舎がいつもきれいに消掃 され､換'/Lがよく涼 しいことは牛

の保健 ､稚ノ)JM進の上かL,も大tJ)である.

2)牛舎内が じめ L:めす ることは禁物である. そのために

は排水 しやすいよ うに してお くこと｡

3)牛の戯尿は常に取出 して､牛舎 から離れた廠肥置上削 二

選んでL火して良 く舎内にためてはならない｡

4)牛舎の壁は年に数Iulイi灰乳 をぬると､舎内が明 るく消

潔になる｡

5)搾乳中t:は排尿 こうに敷 わらをしいて糞尿 が飛ばない

よう(:する0

6)ノ､工をSrJ:除する｡

(3)

7)帥 叫田 城 はなるべ く搾乳する瑚所 と隔離す る｡

I)病'/Lにかかった牛の乳は飲用牛乳 と して不適 ､11である.

2)牛の体には少 くも一 日一匝=よ搾乳後にブラシをかけて

や りたい. ブラシで水洗するの もよい. これは乍の健陳 お.

よぴ能 ノJをEm進するばか りでなく､身体 をil■ii紫(:するため

であるo とくに後身副よ汚れ易いから注思 してや らねはfJJ,

ない｡ただ し搾乳直前にブラシをかけることは､いたで し,

cI附近の空'/Lを汚 し､搾 る牛乳 を細菌 で汚す ことになるか

i,搾乳直前にはブラシをか11tJ:t､方がよい｡

l)サ イレー ジ､カブ､ ビー トのよ うな飼料は特異 な匂 を

持 ち､それが直接 に或 は牛の身 を通 して牛乳 に移 るか ら､

搾乳前や搾乳中にはこれ らの飼料 を与 えないこと｡ギ ンネ

ムも同 L:傾向があるとい う.

2)飼叶い二も多 くの細菌が付着 しているか L,搾乳抑 二配分

飼料 を与 える場合は細 U]Lた行草 とませて与 えると細菌 を

まきちらすことを防 ぐことになる｡ また糖密 を同丑 または

2倍且の水 をIuUえて稀釈 して飼料 に配合す るとホ コリの発

'F_を防止すると共に晴好性 をよ くし､食い残 しなどの.頓馬太

もな くなる｡

3)乳牛 には常に慾するままに十分消水 を与 えねばならな

い0

4)乳牛の餌軒=よ急激 に変更 してほならtJ:い｡

5)乾草 は搾乳 した後に与 える｡



牛乳 を収扱 う人は病'/Lを患 っていてはいけない｡伝染病

息者にも近づいてはいけない｡

り搾乳する人は滴潔 な白衣 をつけ､帽子や手ぬ ぐいをか

ぶ り､jj-りんでよく手を洗 って搾乳する｡

2)搾乳に用いる容器は､いずれも渦潔に洗i催して消毒 し､

乾燥 したものでなければならない｡搾乳バケツは凸凹があ

った り重秀のついたものはmいなし､方がよい｡バケツは小 さ

い孔のあいた搾乳パケ ノを用 いたワヲが､搾乳中に細菌が入

らな くてよい｡

3)搾乳前にはよく乳房 を洗 い ､後 きれいに拭 って紀 いた

潤子緊な手で乾いた消潔 な乳房 から搾乳することが大切であ

る｡

4)赦初の2-3搾 りの乳は乳頭の先に附着する細菌 を洗

い落すのであるから､容器外に搾 りすてることが必要であ

る｡

5)搾乳は迅速に手際 よく牛に痔痛や不快の感 じを与 えな

いように して､最後の 1滴 まで搾 りとることが肝要である｡

搾 り残 した りすると脂肪率の高い部分 を残すことになるば

か りでtなく､乳肩炎の原因になり思 わぬ障害 をうけるおそ

れがあるO

6)搾乳前にはあらか じめ尾 をしぼってお くとよい｡牛が

-工 を追 って尾 をふ ると､尾についた糞のかけらや粉末が

牛乳に入 る場合が少 くないのである｡

1)搾 った牛乳は直 ちに牛乳処埋室 に遊び､個体別に秤丑

して記主菜すべ きであるQ牛乳処和室は消潔 にする0

2)拝見 した牛乳は渦潔で柁 いた柄木綿 またはフラン才､ル

の類 で濾過す る0

3)浦過 した牛乳は直 ちに 】0℃tリ､下の低温に冷却 して細

菌の繁殖 を防がねはなL,ない｡冷却には共同の方配貨として

'屯気冷却装置 を備 えることが望ましいO一般 にはタンク等

の水中に岳 をi受し､30分かL,日時閉校に､いちど水か ら

あげ､かくはん棒 でかきまぜる｡/](温にほ したら冷蔵席 で

冷却するノ}一法がとられている｡

4)牛乳が唄収 Lている悪臭 には挿ヲ創生のものが多いから､

なるべ く牛乳岳は密閉 しないで､Rdlに臭'/Lを揮催 させる

とよいOこの似合 じんあい､昆虫などが落 ちこまねよう消

潔 な布片 をお うとよい｡

し4)

1)古い乳と搾 りたての新 しい乳をまぜると､折角の新 し

い良い乳 も台 なしになることがあるから禁物である｡

2)温い乳 と冷し増しをまぜると,わざわざ細菌の繁殖 を助

けるようなものである｡ぜひまぜる時は､温い方を完全に

冷却 して後､よく据拝 しつつ混合するとよい｡

い くら牛の健康や牛舎の消詞削二注意 しても､直接牛乳に

ふれる搾乳バケツや輸送かんを消軌 ニLなければ無意味で

ある｡

1)錆びたもの､鍍金の剥げたもの､容器面の平滑でない

ものなどは不潔になり易 く､かっ牛乳の品質をも悪 くする

恐れがあるから用いてはならか ､｡

2)使用後の ものは､まず水で- と通 り洗い落 し､次に粉

石けんかソーダ揚 (パケツーはいの潟に洗 ソーダーと掘位

を溶 したもの)でブラシで十分脂肪 その他の附着物 を洗い

落 し､最後に熱湯で洗い上げ､之 を棚 にふせて技のかから

ぬようにして亭乞燥するとよい｡崩初 から湯を用 うると牛乳

の蛋白質を容器に固着せ しめる恐れがある.最後(:沸騰 し

ている湯で濯 ぐことは大切 な串であって細菌の消毒に必要

である｡又熟のため潤いだ後は自然に速かに乾燥するO洗

った容器 を布で拭 くのはよくか ､｡

3)器具 を常に消潔に Lて乾燥 してお く事は､細菌の繁殖

を防いで衛生的であると共に､又器具が長持 ちするもので

ある｡いくらきれいに洗ったものでも､亭乞煉 させずそのま

･蓋 をLて放置 しておいたのでは､何の千隻にもたたない｡

4)風のか ､晴天には､戸外に棚 を造って器具 を日光にさ

らし乾燥 させる事はよいことである｡

牛乳は搾乳後､冷却 Lてなるべ く'早く新鮮 な中に 】J_域へ

届 りなくてはなし,ない｡その時輸送 かんにはなるべ く-ば

い牛乳 をつめて中で謂れtjL､ようにすることが大UJである｡

また輸送にはなるべ く朝夕の涼 Lい時 を妃計って運搬 Lな

りればならないOもLHLf.にj璽ぶ時には 日光(:あたし,ぬよ

うに LなければなL,ない｡ (宮 城 常 夫 )


